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笑顔がはじけた体育行事 
先週水曜日に体育的行事が開催され、誰一人ケガをすることもなく終了すること

ができました。あらためて、食品科３６名の皆さん。優勝おめでとうございます。

すばらしいパフォーマンスでした。  

さて、前回の学年だよりにも記したように、多くの学校行事が中止となる中、何

か学年としてできることはないかと考え、計画を立て、多くの課題を解決し、たく

さんの先生方の協力を得て、今回の行事を実施することができました。特に、保健

体育科の先生方のご支援並びに保護者の皆様全員のご理解に対して、１学年を代表

して感謝の意を伝えさせていただきます。ありがとうございます。  

 今回の体育的行事を通して、生徒の皆さん一人一人がたくさんの「学び」を得

たと思います。それらの学びの内容（種類）は、１７７通り存在するとも私は思っ  

ています。  

今日からの学校生活そして本校卒業後の生活において、多くの乗り越えなければ

ならない課題や壁に直面することと思います。私たち１学年教員団が霜越先生を中

心に今回の学年行事を開催するにあたって乗り越えたように、皆さんも今回の学び

を通して、決してあきらめることなく一つ一つ乗り越えていって下さい。これから

も１学年教員団だけではなく、本校教職員全員で皆さん一人一人の背中をそっと押

していきます。  

最後に、この紙面をお借りして、各クラスをリーダー的立場で行事を支えてくれ

た体育委員の熱きコメント・メッセージを載せさせてもらいます。１０名の体育委

員の皆さん、ありがとうございます。  

 

＜体育委員からクラスへひと言＞  

A 組   

ミニ体育祭お疲れ様でした！練習時間の少ない中での準優勝でとても嬉しかっ

たです。リレーでのスムーズなバトンパスは様々な場面で協力して団結力の深ま

っている A 組だからこそだったと思います。次のクラス対抗行事では優勝したい

です。（小泉佑菜）  

大縄跳びで周りのクラスは 200 を超えていましたが、A 組は 100 少ししかで

きなかったのが悔しかったです。結果は 2 位でしたが、たくさんの思い出ができ

ました。2 年生になったら 1 位になるために頑張ります。（粟根健仁）  
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B 組  

 先日はお疲れ様でした。５クラスすべてよく頑張っていました。B 組は男子の方

が多く、全員リレーのハンデが一番多い中で３位を取り、大繩では４位という結果

でしたが、クラス一丸となって取れた成績だと思います。はじめは「うまくまとま

るだろうか」また「しっかりまとめられるだろうか」などの不安がありましたが、

うまくまとめられたと思います。来年は体育祭ができるかわかりませんが、今回以

上に力を合わせて頑張りましょう。（保田翼颯・杉山美華）  

 

C 組  

 １－C のみんな、優勝おめでとう。そしてお疲れ様。クラスのみんながこの行事

に本気で取り組もうとしている姿勢があったからこその優勝だと思います。体育

委員というイケてる委員会に入ったことがなかったので、上手くやっていけるか

心配でしたが、色々な人に助けられながら無事行事を終えられることができて本

当に感謝しています。ありがとう C 組。最高だぜ C 組。（長野美咲）  

今回の体育行事で優勝できた理由はクラスのみんなと協力したからだと思って

います。なぜなら自分１人が頑張っても優勝はできなかったからです。クラス全員

が一丸となって体育委員に付いてきてくれたおかげで練習期間が短かったにもか

かわらず大繩もリレーもいい結果を出すことができました。みんなが頑張ってく

れたおかげで優勝することができました。ありがとうございます。（近藤知輝）  

 

E 組  

 コロナの中、小規模での体育祭が行えたことに喜びを感じます。小規模ながらも

自分たちのクラスを応援する気持ちや、真剣に取り組む姿を見ることができて良

かったと思います。素敵な思い出がまた一つ増えました。（吉岡杏莉）  

 １年生初の体育行事でみんなの一生懸命な姿や協力して一つになっているクラ

スを見たとき、友情の深さを改めて知ることができました。この行事で優勝するこ

とはできなかったけれど、１年 E 組の一つになれる力はどのクラスよりも負けて

いないと思いました。（粉川陸）  

 

F 組  

 高校生初の体育大会は、コロナの影響で２つの競技のみしかできませんでした。

結果は総合で三位でしたが、一人一人が一生懸命競技に取り組めていたと思いま

す。また、前よりもより絆が深まったと感じました。F 組は女子しかいないのに、

大縄は 2 位で嬉しかったです。大縄が苦手な人も連続で飛べていました。リレー

では、反則をせず全員走り切れていました。来年は全員参加で上位を狙いたいです。                   

（禰寝小春・髙橋あみ）  


